
若年者、高齢者における塗装木材の視覚・視触覚による官能評価 
～針葉樹材と広葉樹材の官能特性の比較～ 

（京府大生命環）○稲葉季詩子 （京府大院生命環）田井駿一、大越 誠、古田裕三 （京大院農）仲村匡司、藤原裕子 

●背景 
物性  吸放湿性 

 断熱性 

官能特性 
 あたたかい 
 落ち着く 

木材 
内装材として。 

公共建築物等における 
木材の利用の促進に関する法律 

針葉樹材の官能特性 

●研究目的 

針葉樹材と広葉樹材の官能特性における比較 

国産針葉樹材の樹種ごとの官能特性（スギ、ヒノキ） 

  スギ、ヒノキ カバ、マホガニー 
（国内人工林割合 7割） （内装材によく用いられている） 

樹
種  

 
 

視覚、視触覚試験 塗装の有無 内装材は基本的に塗装有 

世代間の相違 高齢化社会にむけて 
物理量との相関 

↓↑ 

●供試試験体及び実験方法 

スギ 無塗装○ 

スギ 塗装● カバ 塗装▲ マホガニー塗装◆ 

ヒノキ 無塗装□ 

ヒノキ 塗装■ 

カバ 無塗装△ マホガニー無塗装◇ 

無塗装 

道管による凹凸 

自然塗装 

塗料が浸透+薄い塗膜 

8種類 試料寸法：25×18 cm 柾目面 
室内にて数分安静にする 

試料を見て、順位法で評価 

試料を見ながら触れ、 
順位法で評価 

若年者 高齢者 

平均年齢 20.6 歳 81.6 歳 

人数 30人 30人 

検査場所 
恒温恒湿室 

(21 ℃/62 %RH) 

デイサービス 
センター 

(22 ℃/38 %RH) 
恒温恒湿室 

(21 ℃/62 %RH) 

「あたたかい」 「つるつるしている」         
「湿っている」  「かたい」  
「清潔な」     「心地よい」 

視覚 

視触覚 

平均標準偏差基準化法で心理量へ！ 

○試験体 
○官能試験 

○物理量の測定 

Ⅰ 結果と考察 温冷感・滑り感・湿り感心理量と物理量について 

Ⅱ 結果と考察 心理量同士の相関について 

●謝辞   被験者として本研究にご協力くださいました、社会福祉法人京都福祉サービス協会 高齢者福祉施設紫野の皆様、本学シルバーサービスの皆様、そして本学学生の皆様に深く感謝致します。 

若年者 高齢者 
視覚 視触覚 視覚 視触覚 

若年者 
視覚 視触覚 

高齢者 

RSm 

明度（以下L*）、彩度（以下C*）、色相角：イメージング分光器  二乗平均平方根粗さ、粗さ曲線要素の平均長さ（以下RSm）：触針式表面粗さ計 
鏡面光沢度：鏡面光沢度測定装置UGS-SENSER          熱流：熱流センサー、熱電対 
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視触覚「心地よい」心理量＝ 
0.45*×視触覚清潔感心理量                  

（*：危険率5％で有意） 

決定係数：0.69 

視触覚清潔感心理量＝ 
0.35**×視触覚滑り感心理量 

－0.90**×視触覚湿り感心理量                  
（**：危険率1％で有意） 

決定係数：0.87 

視覚「心地よい」心理量＝ 
0.59**×視覚滑り感心理量                  

（**：危険率1％で有意） 

決定係数：0.77 

視覚清潔感心理量＝ 
0.93*×視覚滑り感心理量                  

（*：危険率5％で有意） 

決定係数：0.58 

視覚清潔感心理量＝ 
－0.61**×視覚湿り感心理量                  

（**：危険率1％で有意） 

決定係数：0.97 

視触覚清潔感心理量＝ 
1.0**×視触覚温冷感心理量 

＋0.24**×視触覚滑り感心理量 
         ＋0.59*×視触覚硬軟感心理量

－1.3**×視触覚湿り感心理量 

          （*：危険率5％で有意 **：危険率1%で有意） 

決定係数：0.99 

視触覚「心地よい」心理量＝ 
0.83*×視触覚清潔感心理量                  

（*：危険率5％で有意） 

決定係数：0.69 

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 

R=0.76 

-1.5 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 

R=0.87 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 

R=0.71 

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 

R= -0.84 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 

R=0.83 

-0.8 

-0.6 

-0.4 

-0.2 

0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 

R=0.91 

-0.8 

-0.6 

-0.4 

-0.2 

0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 

R=0.83 

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 

R= -0.73 

-1.5 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 

-1.5 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 
-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 

-1.5 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 
-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 

清
潔

 
温

 

滑 湿 

清
潔

 

清
潔

 

滑 

清
潔

 

清
潔

 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 

R=-0.98 

湿 

清
潔

 

清
潔

 

清
潔

 

清
潔

 

清
潔

 

-1.0 

-0.5 

0.0 

0.5 

1.0 

-0.6 -0.4 -0.2 0 0.2 0.4 0.6 

R=-0.76 清
潔

 

温 

滑 滑 清潔 清潔 

心
地
よ
い

 

心
地
よ
い

 

国産針葉樹材の内装材利用の増加 

温 
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若年者視覚：材色の暗いもの 
   視触覚：試験体表面の凹みが   
        多く、試験体中に空気 
        を多く含むもの 
高齢者視覚・視触覚：相関なし 

これは、経験的な感覚によって温冷
感を判断した、あるいは加齢により
試験体間の相違を認識しにくかった
ことなどが原因と考えられる。 

若年者・高齢者視覚：相関なし 
若年者・高齢者視触覚： 

                光沢の強いもの    

塗装木材の滑り感の評価に用いら
れる最大粗さが鏡面光沢度と相関
がある*ために視触覚滑り感と鏡面

光沢度に相関が得られたのではな
いかと考えられる。 
*：松田守弘，鬼頭完爾：塗膜の光沢感を規定する因子 

若年者視覚・視触覚： 
        材色が鮮やかなもの 
高齢者視覚・視触覚：相関なし 

これは、経験的な感覚によって湿り
感を判断した、あるいは加齢により
試験体間の相違を認識しにくかった
ことなどが原因と考えられる。 

若年者視覚：つるつるしているよう 
               に見えるもの 
   視触覚：つるつるしていて、 
         乾いているもの 
 

高齢者視覚：乾いているよう 
               に見えるもの 
   視触覚：温かく、つるつるして 
         いて、硬く、乾いてい 
         るもの 
 

 また、各世代の視覚・視触覚清潔
感の順位に着目すると、両世代とも
に視覚では針葉樹材が上位になる
傾向があり、視触覚では世代間で 
ほぼ同様の順位となった。 

若年者視覚：つるつるしているよう 
         に見えるもの 
   視触覚：清潔感があるもの 
 

高齢者視覚：相関なし 
     視触覚：清潔感があるもの 
  

針葉樹材は世代、樹種、塗装に
よって評価が大きく異なったが、広
葉樹材は視触覚では心地よいと評
価された。 
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視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

●被験者の声 
（より清潔に感じるもの） 

・つるつるしている 
・材色が薄い、明るい 
・加工がされているように見える 
・木目模様がはっきりしていない 

●被験者の声 
（より清潔に感じるもの） 

・材色が白に近い 
・つるつるしている 
・材色にムラが少ない 
・木目が細かい 

●被験者の声 
（より心地よく感じるもの） 

・材色が明るい 
・つるつるしている 
・落ち着く見た目 
・温かみがある 

●被験者の声 
（より心地よく感じ
るもの） 

・温かみがある 
・材色が明るい 
・無加工 
・清潔感がある 

視覚温冷感心理量＝ 
－0.036**×明度＋2.22** 

（**：危険率1％で有意） 

決定係数：0.75 

視触覚温冷感心理量＝ 
－0.0013**×Rsm＋0.55* 

（**：危険率1％で有意  *：危険率5％で有意） 

決定係数：0.70 

視覚滑り感心理量＝ 
0.53*×鏡面光沢度－3.9 

（*：危険率5％で有意） 

決定係数：0.50 

視覚湿り感心理量＝ 
0.055*×彩度－1.86* 
（*：危険率5％で有意） 

決定係数：0.53 

視覚湿り感心理量＝ 
0.052**×彩度－1.79** 

（**：危険率1％で有意） 
決定係数：0.73 

視触覚滑り感心理量＝ 
0.35**×鏡面光沢度－2.6** 

（**：危険率1％で有意） 
決定係数：0.76 
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○：スギ無塗装□：ヒノキ無塗装 
●：スギ塗装    ■：ヒノキ塗装 
△：カバ無塗装◇：マホガニー無塗装 
▲：カバ塗装  ◆：マホガニー塗装 

○凡例 

○：スギ無塗装□：ヒノキ無塗装 
●：スギ塗装    ■：ヒノキ塗装 
△：カバ無塗装◇：マホガニー無塗装 
▲：カバ塗装  ◆：マホガニー塗装 

○凡例 

視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

視覚清潔感心理量では 
重回帰式は得られなかった。 

心地よい 
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